
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 味

で
海
を
愛
す
る
岡
村
は
、
不
器
用
で
情
け
な
い

男
が
滅
び
ゆ
く
自
然
に
立
ち
向
か
う
実
在
の
モ
デ

ル
を
熱
演
。
映
画
俳
優
と
し
て
見
事
な
役
作
り
に

徹
し
て
い
ま
す
。 

 

金
城
の
妻
役
に
は
「
フ
ラ
ガ
ー
ル
」「
容
疑
者
Ｘ

の
献
身
」
な
ど
で
女
優
賞
を
総
な
め
に
し
た
松
雪

泰
子
。
包
み
込
む
よ
う
な
優
し
さ
で
、
何
度
も
負

け
そ
う
に
な
る
夫
を
支
え
る
強
く
美
し
い
女
性
を

演
じ
て
い
ま
す
。 

 
 

監
督
は
、
「
デ
ト
ロ
イ
ト
・
メ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
」

の
李
闘
士
男
。
音
楽
は
李
監
督
は
じ
め
ス
タ
ッ
フ

た
ち
の
熱
烈
な
ラ
ブ
コ
ー
ル
に
応
え
て
、
山
下
達

郎
が
担
当
「
希
望
と
い
う
名
の
光
」
を
書
き
下
ろ

し
、
デ
ビ
ュ
ー
３
５
周
年
を
飾
る
記
念
の
シ
ン
グ

ル
と
し
て
も
発
売
す
る
そ
う
で
す
。 

 

  

世
界
で
初
め
て
養
殖
サ
ン
ゴ
の
移
植
・
産
卵
を

成
功
さ
せ
た
沖
縄
県
在
住
の
金
城
浩
二
氏
の
実
話

を
題
材
に
し
た
映
画
「
て
ぃ
だ
か
ん
か
ん
〜
海
と

サ
ン
ゴ
と
小
さ
な
奇
跡
〜
」
が
完
成
し
ま
し
た
。 

 
金
城
氏
の
活
動
は
、
２
０
０
７
年
環
境
大
臣

賞
・
内
閣
総
理
大
臣
賞
・
人
間
力
大
賞
グ
ラ
ン
プ

リ
（
日
本
青
年
会
議
所
主
催
）
な
ど
数
々
の
賞
を

受
賞
し
て
い
ま
す
。 

 

映
画
は
、
サ
ン
ゴ
礁
再
生
ま
で
の
１
０
年
間
を

徹
底
取
材
し
、
夢
を
追
い
か
け
る
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
困
難
に
立
ち
向
か
う
夫
婦
の
姿
を
描
い
た
感

動
の
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。 

 

 

主
人
公
・
金
城
を
演
じ
る
の
は
、
ナ
イ
ン
テ
ィ

ナ
イ
ン
の
岡
村
隆
史
。
自
身
も
ダ
イ
ビ
ン
グ
が
趣 
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世
界
初
「
サ
ン
ゴ
礁
再
生
」
の
夢
を
追
い
か
け
た
夫
婦
の
物
語 

【
ス
ト
ー
リ
ー
】 

子
供
の
こ
ろ
か
ら
海
の
生
き
物
に
し
か
興
味
の

な
か
っ
た
金
城
健
司
は
、
幼
な
じ
み
の
由
莉
と
の

結
婚
を
決
意
し
、
故
郷
、
沖
縄
に
帰
っ
て
き
た
。 

 

母
・
幸
恵
の
大
反
対
を
押
し
切
っ
て
の
結
婚
、

子
供
に
も
恵
ま
れ
、
な
ん
と
か
レ
ス
ト
ラ
ン
事
業

を
軌
道
に
乗
せ
た
矢
先
、
あ
ろ
う
こ
と
か
金
城
は

「
店
を
全
部
や
め
て
、
サ
ン
ゴ
を
再
生
す
る
」
と

仲
間
た
ち
に
宣
言
す
る
。 

 

 

久
し
ぶ
り
に
潜
っ
た
沖
縄
の
海
は
、
開
発
や
温

暖
化
の
影
響
を
受
け
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
た
。
海
の

生
き
物
の
多
く
が
棲
息
す
る
サ
ン
ゴ
礁
は
３
０
年

前
に
比
べ
て
９
０
％
も
死
滅
し
て
い
た
の
だ
。 

 

「
あ
の
美
し
か
っ
た
サ
ン
ゴ
の
海
を
も
う
一
度
愛

す
る
由
莉
に
見
せ
て
や
り
た
い
」
そ
の
一
心
で
立

ち
あ
が
っ
た
金
城
は
、
サ
ン
ゴ
を
養
殖
し
海
に
移

植
す
る
と
い
う
大
胆
で
途
方
も
な
い
作
業
に
挑

む
。 

 

し
か
し
、
専
門
知
識
も
資
金
も
な
い
サ
ン
ゴ
移

植
活
動
は
け
っ
し
て
順
風
満
帆
な
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
試
行
錯
誤
の
移
植
技
術
、
学
会
か
ら
の
バ

ッ
シ
ン
グ
、
産
卵
の
失
敗
、
莫
大
な
借
金
、
開
発

業
者
か
ら
の
甘
い
囁
き
…
…
い
く
つ
も
の
困
難
を

乗
り
越
え
ら
れ
た
の
は
、
彼
を
信
じ
て
疑
わ
な
い
、

愛
す
る
妻
と
家
族
、
そ
し
て
仲
間
た
ち
の
存
在
が

あ
っ
た
か
ら
だ
っ
た
。 

 
 
 

作
品
資
料
よ
り 

    
 
 
 
 

 

映
画
は
４
月
２
４
日
よ
り
全
国
公
開 

映画「てぃだかんかん～海とサンゴと小さな奇跡～」から 

映画「てぃだかんかん～海とサンゴと小さな奇跡～」から 

「
て
い
だ
か
ん
か
ん
」
は
、
沖
縄
コ
ト
バ
で 

「
て
ぃ
だ
（
太
陽
）
」
が
「
か
ん
か
ん
」
照
り 

と
い
う
幸
せ
の
象
徴
”
を
意
味
し
て
い
ま
す 



      

骨
は
、
体
を
支
え
て
内
臓
の
保
護
や
運
動
の
軸
と
な
る

だ
け
で
な
く
、
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
の
貯
蔵
や

血
液
を
つ
く
る
骨
髄
組
織
も
収
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

骨
の
外
側
の
硬
い
部
分
、
皮
質
骨
は
主
に
コ
ラ
ー
ゲ
ン

な
ど
の
タ
ン
パ
ク
質
や
ヒ
ド
ロ
キ
シ
ア
パ
タ
イ
ト
と
呼
ば

れ
る
物
質
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。 

 

主
に
カ
ル
シ
ウ
ム
と
そ
の
他
の
ミ
ネ
ラ
ル
が
結
び
つ
い

て
で
き
た
ヒ
ド
ロ
キ
シ
ア
パ
タ
イ
ト
は
、
体
内
の
多
量
の

カ
ル
シ
ウ
ム
を
蓄
え
、
骨
の
強
度
や
骨
密
度
に
影
響
し
ま

す
。 

 

骨
の
中
心
部
に
あ
る
骨
髄
は
、
他
の
骨
組
織
と
比
べ
て

軟
ら
か
く
密
度
の
低
い
部
分
で
、
血
液
細
胞
を
つ
く
る
特

別
な
細
胞
を
含
ん
で
い
ま
す
。

血
管
は
骨
に
血
液
を
供
給
し
、

神
経
が
骨
を
取
り
囲
ん
で 

走
っ
て
い
ま
す
。 

    

骨
の
中
の
無
機
質
（
主
に
カ
ル
シ
ウ
ム
と
リ
ン
）
の
量

を
「
骨
量
（
骨
塩
量
）
」
と
い
い
、
単
位
体
積
内
の
骨
量

を
「
骨
密
度
」
と
い
い
ま
す
。  

 

人
間
の
骨
の
密
度
は
、
２
０
歳
前
後
で
最
高
値
（
最
大

骨
量
）
に
達
し
ま
す
。
そ
の
後
、
４
０
歳
代
後
半
ご
ろ
か

ら
次
第
に
減
少
し
て
い
き
ま
す
。 

 

５
０
歳
代
後
半
の
日
本
人
女
性
の
約
１
８
％
が
骨
粗
鬆

症
と
い
わ
れ
ま
す
。
６
０
歳
代
後
半
で
は
約
３
４
％
、
７

０
歳
代
後
半
で
は
約
４
９
％
に
も
な
り
ま
す
。
女
性
は
閉

経
期
直
後
の
８
〜
１
０
年
間
に
、
骨
密
度
が
急
速
に
減
少

し
ま
す
（
約
２
０
％
減
少
）
。  

 
 

女
性
は
男
性
に
比
べ
て
若
い
時
期
の
骨
密
度
が
低
い
う

え
に
、
妊
娠
・
授
乳
期
に
カ
ル
シ
ウ
ム
を
大
量
に
必
要
と

す
る
た
め
骨
粗
鬆
症
が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。  

 

 

骨
粗
鬆
症
の
予
防
は
、
若
い
時
期
に
充
分
な
骨
密
度
を

確
保
し
て
お
く
こ
と
。（
無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
し
な
い
）

そ
し
て
、
閉
経
期
以
後
の
骨
密
度
の
減
少
速
度
を
少
し
で

も
遅
く
す
る
こ
と
で
す
。 

  

骨
密
度
を
増
や
し
保
つ
に
は
、
一
日
８
０
０
ｍ
ｇ
以
上

の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は 

吸
収
の

い
い
カ
ル
シ
ウ
ム
（
未
焼
成
の
サ
ン
ゴ
カ
ル
シ
ウ
ム
）
と

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
が
基
本
で
す
。 

 

そ
し
て
、
適
度
な
運
動
で
骨
に
刺
激
を
与
え
る
こ
と
、

日
光
浴
で
活
性
型
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
３

を
つ
く
る
こ
と
、
骨
の

丈
夫
さ
と
緊
密
な
関
係
を
も
つ
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
な
ど
を
し
っ

か
り
摂
取
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。  

    
                

骨
組
織
は
常
に
新
し
い
骨
基
質
と
置
き
か
わ
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
骨
の
再
構
築
（
リ
モ
デ
リ
ン
グ
）
と
い
い
ま

す
。 

 

例
え
ば
、
成
長
期
の
大
腿
骨
で
は
新
旧
骨
組
織
の
交
代

に
２
年
と
か
か
ら
ず
、
成
人
の
場
合
で
全
骨
格
の
３
〜
５
％

は
常
に
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

骨
は
骨
芽
（
こ
つ
が
）
細
胞
に
よ
っ
て
作
ら
れ
ま
す
。

骨
芽
細
胞
は
血
液
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
を
取
り
込
ん
で
骨
を

作
っ
て
い
き
ま
す
。  

 

そ
の
一
方
で
、
破
骨
（
は
こ
つ
）
細
胞
が
骨
を
溶
か
し

て
い
き
ま
す
。
骨
の
中
に
あ
っ
た
カ
ル
シ
ウ
ム
は
血
液
中

に
放
出
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
骨
は
死
ぬ
ま
で
、

つ
く
り
か
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カ
ル
シ
ウ
ム
と
骨 

カ
ル
シ
ウ
ム
の
話 

Ｖ
Ｏ
Ｌ 

 

骨
の
新
陳
代
謝
、
リ
モ
デ
リ
ン
グ 

皮質骨 

または 

緻密骨 

海綿骨 

血管 

骨髄腔 

骨のリモデリング イメージ 
破骨細胞の周りには必ず骨芽細胞がいます。 

健康時には破骨細胞が溶かした古い骨と同じ量の骨が、

骨芽細胞によってつくられていきます。 

リモデリングは生まれてから死ぬまで継続します。 

破骨細胞 
（骨を溶かす細胞） 

骨芽細胞 

（骨をつくる細胞） 

骨
粗
鬆
症
と
そ
の
予
防 

骨

１５ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

今
か
ら
３
０
０
年
程
前
の
江
戸
時
代
貞
享
３
年
（
１
６

８
６
年
）
、
岡
山
城
主
で
あ
り
備
前
藩
主
で
あ
っ
た
池
田

光
政
侯
が
、
息
子
綱
政
に
命
じ
て
整
備
さ
せ
た
も
の
で
、

池
田
家
の
御
用
水
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

明
治
半
ば
ま
で
は
世
襲
の
水
奉
行
が
井
戸
を
監
視
し
、

一
般
人
は
見
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

 

そ
の
後
岡
山
市
に
上
水
道
が
布
設
さ
れ
る
ま
で
は
、
雄

町
水
と
し
て
配
水
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

  【
地
元
の
取
り
組
み
】 

公
園
内
の
管
理
は
地
元
の
方
に 

委
託
し
て
お
り
、
毎
日
の
ゴ
ミ
の 

処
理
や
週
数
回
の
園
内
清
掃
、
ト 

イ
レ
清
掃
等
の
活
動
を
し
て
い
る
。 

 

   

そ
の
昔
、
子
宝
に
恵
ま
れ
な
い
中
左
エ
門
夫
婦
が
滝
の

不
動
様
に
願
か
け
を
し
た
と
こ
ろ
、
「
こ
れ
よ
り
２
１
日

間
岩
井
の
清
き
水
を
飲
む
が
い
い
。
き
っ
と
子
宝
に
恵
ま

れ
る
で
あ
ろ
う
。
」
と
い
う
お
告
げ
を
聞
き
ま
し
た
。 

 

そ
れ
か
ら
中
左
エ
門
は
２
１
日
間
岩
井
の
水
汲
み
に
精

を
出
し
、
翌
年
の
７
月
１
０
日
の
朝
、
め
で
た
く
可
愛
ら

し
い
女
の
子
を
授
か
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
娘
が
養
子
を

迎
え
家
業
の
木
細
工
に
よ
っ
て
、
め
で
た
く
長
者
に
な
っ

た
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
こ
と
か
ら
毎
年
、
岩
井
滝
の
祭
り
を
７
月
１
０
日

に
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

【
地
元
の
取
り
組
み
】 

 

地
元
の
住
民
と
地
元
の
企
業 

も
協
力
し
て
周
辺
整
備
に
努
め 

て
い
る
。 

 

雄お

町ま
ち

の
冷
泉

れ
い
せ
ん 

岡
山
県
／
岡
山
市 

雄
町 

岩
井

い

わ

い 

岡
山
県
／
苫
田
郡

と

ま

た

ぐ

ん 

鏡
野
町

か
が
み
の
ち
ょ
う 

名水百選

 ０６８ 

塩
釜

し
お
が
ま

の
冷
泉

れ
い
せ
ん 

岡
山
県
／
真
庭
市

ま

に

わ

し 

蒜ひ
る

山ぜ
ん 

名水百選

 ０６６ 

名水百選

 ０６７ 

■交通／JR津山線（岡山から）JR姫新線（姫路

から）・津山駅、中鉄バス・奥津線石越下車（1時

間半）、徒歩6.5km 

■車／中国自動車道院庄 IC⇒国道 179 号線を北

へ約 40分、国道 482号線を 5分走行後左折、

道なりに約8分。 

■交通／JR山陰本線・倉吉駅、中鉄美作バス・

蒜山下車（1 時間 20 分）／JR 山陽本線・岡

山駅、中鉄バス・蒜山下車（3時間20分）■

車／米子自動車道蒜山 IC⇒県道（蒜山高原経

由）約10分 

■交通／JR 山陽本線「岡山駅」下車⇒宇野バス

高島団地経由東岡山行（約20分）「雄町中」下車

⇒ 徒歩2分 

 

※
「
名
水
百
選
」
は
選
定
か
ら
２
５
年
以
上
を
経
過
し
て
い
る
た
め
、
周
辺
の
状
況
が
変
化
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
飲
用
に
適
す
る
こ
と
を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

２
０
０
８
年
「
平
成
の
名
水
百
選
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

  

 

大
山
・
隠
岐
国
立
公
園
内
蒜
山
三
座
の
真
ん
中
、
中
蒜

山
山
麓
標
高
５
２
０
ｍ
の
谷
間
に
突
如
と
し
て
湧
き
出
し
、

東
西
１
２
ｍ
、
南
北
５
ｍ
、
約
６
０
㎡
の
ひ
ょ
う
た
ん
形

の
小
池
と
な
っ
て
い
る
。 

 

池
の
中
で
は
数
ヶ
所
砂
を
撒
き
上
げ
噴
出
し
、
湧
水
い

け
か
ら
勢
い
良
く
水
が
流
れ
出
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
冷
泉
を
「
今
や
こ
の
泉
こ
そ
高
天
原
な
る
天
の
真

名
井
で
あ
る
と
全
国
的
に
広
ま
り
つ
つ
あ
る
。
」（
設
置
看

板
よ
り
）
と
高
天
原
伝
説
と
結
び
つ
け
る
話
も
あ
る
。 

  

【
地
元
の
取
り
組
み
】 

地
元
塩
釜
奉
賛
会
が
管
理
し
、 

生
活
用
水
の
水
源
と
し
て 

約
６
０
０
戸
が
利
用
し
て
い
る
。 



    

過
去
５
０
年
で
最
悪
の
干
ば
つ

が
０
６
年
、
中
国
・
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
東
部
を
襲
っ
た
。 

 
 

「
８
年
前
か
ら
気
候
が
変
に
な
っ
た
。
雨
が
降
ら
ず
、
地
下

水
も
６
年
前
か
ら
枯
れ
出
し
た
」
。
被
害
が
大
き
か
っ
た
奈
曼

旗
八
仙
簡
鎮
の
農
村
。
夫
と
２
人
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
作
る
テ

ン
マ
ー
レ
ン
さ
ん
（
５
１
）
が
沈
ん
だ
表
情
で
語
り
始
め
た
。

昨
年
は
、
春
か
ら
雨
が
全
く
降
ら
な
か
つ
た
。
平
年
よ
り
１
〜

４
度
も
高
い
日
が
続
い
た
。
「
２
０
万
人
と
家
畜
５
７
万
頭
の

飲
み
水
の
確
保
が
困
難
」
。
７
月
、
新
聞
が
伝
え
た
。 

 

草
の
成
長
が
悪
く
、
通
遼
市
で
は
羊
約
２
万
７
０
０
０
頭
が

死
ん
だ
。
約
７
０
㌃
の
畑
の
頼
り
は
地
下
水
だ
が
、
水
位
は
地

下
１
０
㍍
か
ら
５
０
㍍
に
下
が
っ
た
。
大
型
ポ
ン
プ
の
あ
る
近

所
の
人
か
ら
畑
に
ま
く
水
を
買
う
。
ガ
ソ
リ
ン
代
を
含
め
、
１

回
約
１
０
０
元
（
約
１
５
０
０
円
）
。
少
な
く
と
も
年
８
回
必

要
で
、
年
収
の
２
割
近
く
の
費
用
が
か
か
る
。 

 
 

収
穫
前
に
大
風
が
吹
き
、
例
年
の
半
分
に
茎
が
や
せ
細
っ
た

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

   

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
バ
タ
バ
タ
と
倒
れ
た
。
昨
年
夏
、
畑
の
前
に 

立
っ
た
テ
ン
マ
ー
レ
ン
さ
ん
は
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

収
穫
は
４
割
減
っ
た
。
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
農
牧
業
庁
の
担
当
者

は
、
「
昨
年
の
干
ば
つ
で
減
っ
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
収
穫
量
は
３

分
の
１
。
約
１
０
０
万
㌧
の
減
産
に
な
っ
た
」
と
明
か
し
た
。 

  

国
際
災
害
統
計
Ｅ
Ｍ
‐
Ｄ
Ａ
Ｔ
に
よ
る
と
、
今
世
紀
に
入
り
、

１
０
０
万
人
以
上
に
影
響
を
及
ぼ
す
大
規
模
干
ば
つ
が
、
２
７

か
国
で
発
生
。
０
６
年
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
全
土
に
広
が

り
、
小
麦
の
収
穫
量
が
前
シ
ー
ズ
ン
の
４
割
に
減
少
し
た
。 

 

中
国
北
部
の
６
２
９
か
所
の
観
測
点
の
経
年
変
化
を
追
っ
た

研
究
に
よ
る
と
、
１
９
５
０
年
代
に
黄
河
流
域
よ
り
北
の
中
国

北
半
分
の
干
ば
つ
面
積
は
２
０
％
前
後
で
推
移
し
て
い
た
が
、

９
０
年
代
後
半
に
は
６
０
％
に
達
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
干
ば

つ
が
続
く
と
、
湖
や
河
川
が
干
上
が
る
。 

 
 

山
西
省
大
同
市
郊
外
の
文
え
い
湖
は
０
４
年
に
す
っ
か
り
干

上
が
っ
た
。
周
囲
の
堤
防
の
長
さ
９
．
３
㌔
の
人
造
湖
は
、
遊 

羊
が
死
ん
だ 

湖
が
消
え
た 

か
つ
て
の
湖
底
は
車
の
運
転
練
習
場

と
な
り
、
若
者
た
ち
．
が
車
を
走
ら

せ
て
い
た
（
２
０
０
７
年
１
１
月
３

０
日
、
中
国
・
山
西
省
大
同
市
郊
外

の
文
満
潮
で
）
＝
野
本
裕
人
撮
影 

覧
船
が
浮
か
ぶ
観
光
地
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
が
、
水
を
引
い

て
い
た
川
が
枯
れ
た
。
湖
底
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
や
車
の
運
転

練
習
場
に
変
わ
っ
て
い
る
。 

 

人
口
が
増
え
、
経
済
成
長
が
続
く
中
国
で
は
、
水
利
用
が
急
増

し
、
０
４
年
に
は
１
９
４
９
年
の
建
国
時
に
比
べ
、
５
．
４
倍
の

約
５
５
０
０
億
立
方
㍍
に
達
し
た
。
地
方
に
よ
っ
て
は
断
水
で
給

水
車
が
出
た
り
、
給
水
制
限
を
行
っ
た
り
す
る
水
不
足
と
な
っ
て

い
る
。
干
ば
つ
が
、
そ
れ
に
拍
車
を
か
け
る
。 

 
 
 
 
 

 

中
国
の
干
ば
つ
は
、
日
本
に
と
っ
て
も
深
刻
だ
。
中
国
は
０
４

年
、
農
産
物
の
輸
出
国
か
ら
輸
入
国
に
転
じ
、
以
降
、
輸
入
超
過

が
続
い
て
い
る
。 

 

人
口
増
に
伴
う
食
料
需
要
の
伸
び
が
原
因
だ
が
、
干
ば
つ
も
影

響
し
て
い
る
。
農
林
中
金
総
合
研
究
所
の
院
蔚
主
任
研
究
員
（
農

業
経
済
）
は
「
今
後
、
干
ば
つ
に
よ
る
水
不
足
で
さ
ら
に
農
産
物

の
輸
入
が
増
え
る
可
能
性
が
高
い
」
と
指
摘
す
る
。 

 

日
本
に
安
定
供
給
し
て
き
た
穀
物
飼
料
の
生
産
地
に
中
国
が

買
い
付
け
に
入
る
な
ど
争
奪
戦
が
お
き
つ
つ
あ
る
が
、
こ
れ
が
激

化
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
干
ば
つ
は
砂
漠
化
の
進
行
に
つ
な
が

り
、
黄
砂
の
発
生
源
と
な
る
。 

 

日
本
で
の
黄
砂
の
年
平
均
観
測
日

数
は
９
０
年
代
の
２
４
．
４
日
が
、
２

０
０
０
年
以
降
は
３
９
日
に
増
え
た
。 

 

環
境
省
の
報
告
書
（
０
５
年
）
に
よ

る
と
、
黄
土
色
の
砂
が
車
の
上
に
積
も

っ
た
り
、
干
し
た
洗
濯
物
が
汚
れ
た
り

し
た
ほ
か
、
半
導
体
工
場
で
不
良
品
の

発
生
率
が
増
え
た
。
韓
国
で
は
、
小
中

高
の
休
校
な
ど
被
害
が
さ
ら
に
大
き

い
。 

 

日
中
韓
３
か
国
は
共
同
で
の
取
り

組
み
に
向
け
て
委
員
会
を
開
く
。
黄
砂

対
策
は
、
よ
う
や
く
緒
に
つ
こ
う
と
い

う
段
階
だ
。 

 
 
 
 

 

水

讀賣新聞

から 

危機 
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